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子育て支援センター
　　　エンゼル通信

子育て支援センター・ファミリーサポートセンター
（西部地域健康センター内）　 820-5502　 820-5503
開設日時（※年末年始、祝日除）：月～金曜日９：30 ～ 17：00

第２土曜日９：30 ～ 11：30
〈子育て相談　月～金曜日　13：00 ～ 17：00〉

親子で楽しく遊び、子育て仲間と交流し、学び合い
ながらゆとりある子育てができるよう応援していま
す。親子はもちろんのこと、孫育て中のおじいちゃ
ん、おばあちゃんもぜひご利用ください。

●子育て支援センターの主な予定（いずれも 11：30 に終了）

●パステルルーム
　地域での活動拠点としてご利用いただけます。育児相談
や家庭で楽しめる遊びの紹介などをしています。
※ パステルルーム開催日に西部地域健康センター内子育て
支援センターでも「おひさまルーム」を行います。

※東部地域健康センターでは親子ふれあい体操を行います。
●おひさまルーム（上記日程以外の9：30～11：30）
●「うたとおはなしの広場」（第１・３金曜日14：30～15：00）

実施日 開始時間 行事（講師・敬称略）

16日（火） 10：30 子育て懇談会（金澤綾子）

17日（水） 10：00 ファミリーサポート養成講座　※要申込

19日（金） ９：30 とことこエンゼル（１歳～１歳 11 ヶ月）

26日（金） ９：30 わくわくキッズ（２歳以上）

29日（月） 11：00 ６月生まれのお誕生会

７月１日（水） 10：30 子育てなるほど講座「おむつはずれ」

７月６日（月） ９：30 とことこエンゼル（1歳～ 1歳 11 ヶ月）※親子リトミック 11：00 ～

７月７日（火） ９：30 ふわふわベビー（11 ヶ月までの乳児・妊婦）

●ほっとるーむ（月～金曜日13：00～15：30）
　※ 第3水曜日のみほっとるーむベビー（11カ月までの乳児対象）
　※25日（木）は健診のためお休みです
●「パパとおひさま」（毎月第２土曜日）９：30～11：30
　お父さんととっておきの楽しい時間を過ごしましょ
う。町内在住の親子さん、里帰りの親子さん遊びに来て
ください。もちろんご家族もOK！
※いずれの事業も変更する場合があります。
　 子育て支援センターの予定表または電話でご確認く
ださい。
●ファミリー・サポート・センター養成講座・子育て講座
日　時：６月17日（水）10：00～11：30
会　場：西部地域健康センター
テーマ：こどものこころの育ちから見た親や地域のあり方
講　師：坂本 てるみ 氏（エソール広島相談員）
対　象：ファミリーサポート会員及び一般。託児あり。無料。
定　員：15組

　
分
娩
に
関
連
し
て
発
症
し
た

重
度
脳
性
ま
ひ
の
お
子
様
の
い

る
ご
家
族
の
経
済
的
負
担
の
補

償
と
、
再
発
防
止
を
目
的
と
し

た
制
度
で
す
。
補
償
対
象
者
に

は
、
補
償
金
の
支
払
い
と
と
も

に
、
脳
性
ま
ひ
発
症
の
原
因
分

析
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
補
償
対
象
】

　
次
の
①
〜
③
の
基
準
を
す
べ

て
満
た
す
場
合

①
ア
平
成
26
年
12
月
31
日
ま
で

に
出
生
し
た
お
子
様
の
場
合

（
在
胎
週
数
33
週
以
上
で
出
生

体
重
２
千
ｇ
以
上
、
ま
た
は
在

胎
週
数
28
週
以
上
で
所
定
の
要

件
）

　
イ
平
成
27
年
１
月
１
日
以
降

に
出
生
し
た
お
子
様
の
場
合

（
在
胎
週
数
32
週
以
上
で
出
生

体
重
１
千
400
ｇ
以
上
、
ま
た
は

在
胎
週
数
28
週
以
上
で
所
定
の

要
件
）

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

相
当
の
脳
性
ま
ひ

③
先
天
性
や
新
生
児
期
の
要
因

に
よ
ら
な
い
脳
性
ま
ひ

【
申
請
期
間
】
お
子
様
の
満
１

歳
の
誕
生
日
か
ら
満
５
歳
の
誕

生
日
ま
で
。

出
産
し
た
分
娩
機
関
ま
た
は

産
科
医
療
補
償
制
度
専
用
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

０
１
２
０
‐
330
‐
637

http://w
w
w
.sanka-hp.jcqhc.

or.jp/
（
福
祉
課

820
‐
５
６
０
５
）

　
聴
覚
・
言
語
機
能
障
害
等
に

よ
り
、
手
話
で
の
意
思
の
疎
通

が
必
要
な
人
に
手
話
通
訳
者
及

び
要
約
筆
記
者
を
派
遣
し
ま
す
。

▼
派
遣
区
域
：
広
島
県
内

▼
依
頼
内
容

　
病
院
（
診
察
・
健
康
診
断
）、

学
校
・
保
育
園
（
入
学
式
・

参
観
・
懇
談
）
、
会
社
（
面

接
）・
免
許
セ
ン
タ
ー
（
運
転

免
許
の
更
新
）そ
の
他
　
相
談

に
応
じ
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　
広
島
県
手
話
通
訳
派
遣
委
員

会
へ
℻
又
は
メ
ー
ル
に
よ
り
直

接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
※
初
め
て
申
込
み
を
さ
れ
る

方
は
、
利
用
要
件
の
確
認
手
続

き
が
必
要
で
す
。
）

　
メ
ー
ル
で
の
申
請
は
、
①
申

請
者
名
　
②
派
遣
月
日
時
間
　

③
場
所
　
④
内
容
　
⑤
待
合
せ

場
所
　
⑥
必
要
な
通
訳
（
手
話

又
は
要
約
筆
記
）　
を
送
信
し

て
く
だ
さ
い
。

無
料広

島
県
手
話
通
訳
派
遣
委

員
会
（
社
団
法
人
　
広
島
県
ろ

う
あ
連
盟
）

℻
252
‐
０
３
０
９

252
‐
０
３
０
３

hrren@
do3.enjoy.ne.jp

（
福
祉
課
）

産
科
医
療
補
償
制
度に

つ
い
て

熊
野
町
手
話
通
訳
者
・

要
約
筆
記
者
派
遣
に
つ
い
て

実施日 開始時間 場　　所

18日（木） ９：30 中央ふれあい館

ＳＴＯＰ９　わが家の「ケータイルール」

自
閉
症
・
発
達
障
害
に
つ
い
て

●
自
閉
症
・
発
達
障
害
と
は

　
障
害
の
困
難
さ
も
目
立
ち
ま

す
が
優
れ
た
能
力
を
発
揮
さ
れ
て

い
る
場
合
も
あ
り
、
周
り
か
ら
み

て
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
様
子
が
理
解

さ
れ
に
く
い
障
害
で
す
。

　
養
育
環
境
で
は
な
く
、
脳
の

機
能
障
害
に
よ
る
も
の
で
、
ど
ん

な
能
力
に
障
害
が
あ
る
か
、
ま
た

ど
の
く
ら
い
の
程
度
な
の
か
は
人

に
よ
っ
て
様
々
で
す
。

○
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
　

・
う
っ
か
り
し
て
同
じ
間
違
い

を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

・
お
し
ゃ
べ
り
が
止
ま
ら
な
か
っ

た
り
、
待
つ
こ
と
が
苦
手
で
う
ろ

う
ろ
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

・
約
束
や
決
ま
り
事
を
守
れ
な

か
っ
た
り
、
出
し
抜
け
に
行
動
し

て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

○
学
習
障
害

・
音
と
文
字
の
つ
な
が
り
を
理
解

す
る
こ
と
や
文
字
の
視
覚
認
知
な

ど
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
読
む
こ

と
や
、
書
く
こ
と
が
極
端
に
苦

手
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

・
数
字
の
認
識
や
算
数
の
基
本

と
な
る
概
念
を
理
解
す
る
こ
と
な

ど
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
計
算
を

行
っ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
極
端

に
苦
手
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

○
自
閉
症
・
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症

候
群
そ
の
他
広
汎
性
発
達
障
害

・
相
手
の
気
持
ち
を
理
解
し
た

り
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
も

の
ご
と
を
考
え
た
り
す
る
こ
と

が
苦
手
で
す
。

・
他
人
に
意
思
を
伝
え
る
こ
と
、

理
解
す
る
こ
と
が
苦
手
で
す
。

・
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
が
苦
手

で
す
。

●
こ
ん
な
配
慮
を
お
願
い

・
「
な
ぜ
で
き
な
い
の
か
」
で
は

な
く
、
具
体
的
に
示
し
ま
し
ょ
う
。

　
抽
象
的
な
表
現
は
極
力
減
ら

し
、
短
い
文
で
、
順
を
追
っ
て

具
体
的
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

・
事
前
に
見
通
し
を
示
し
ま
し
ょ
う
。

　
言
葉
だ
け
で
な
く
、
絵
や
写

真
を
使
っ
て
あ
ら
か
じ
め
本
人

が
納
得
す
る
よ
う
に
見
通
し
を

示
し
ま
し
ょ
う
。

＊ 

「
障
害
を
知
り
、
共
に
生
き
る
」
広
島
県
引
用

（
福
祉
課
）

連
載

障
害
を
知
り
、
共
に
生
き
る
⑧

　
平
成
27
年
度
の
国
民
年
金
第

１
号
被
保
険
者
お
よ
び
任
意
加

入
被
保
険
者
の
１
か
月
当
た
り

の
保
険
料
は
、
１
５
，
５
９
０

円
で
す
が
、
経
済
的
な
理
由
等

で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料

免
除
制
度
」
や
「
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受

け
ず
保
険
料
が
未
納
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た

不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▼
全
額
免
除
制
度

　
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
全
額

（
１
５
，
５
９
０
円
）
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

▼
一
部
免
除
制
度

　
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
一
部

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度
に
つ
い
て

　
一
部
免
除
は
３
種
類
で
、
免

除
後
の
納
付
額
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
30
歳
未
満
の
人
は
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
、
保
険
料
を
後
払
い
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。 

※
学
生
及
び
任
意
加
入
被
保
険

者
の
人
は
、
対
象
外
で
す
。 

※
学
生
で
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

免除割合 納付額

４分の３ 3,900円

２分の１ 7,800円

４分の１ 11,690円

（平成27年度）

広
島
南
年
金
事
務
所

253
‐

７
７
１
０

住
民
課
保
険
年
金
Ｇ

820
‐
５

６
０
４ 免除等の種類

世帯構成
全額免除
若年者納付猶予

一部免除
３/４免除 半額免除 １/４免除

４人世帯
（夫婦、子ども２人の場合）

162
（257）

230
（354）

282
（420）

335
（486）

２人世帯
（夫婦のみの場合）

  92
（157）

142
（229）

195
（304）

247
（376）

単身世帯   57
（122）

  93
（158）

141
（227）

189
（296）

免除を受けるための所得の目安　　　   　【単位：万円】、（　）内は収入額


